



































































































































表 1 StrengthsFinderTM の 34 項目の資質と説明




































































































































表 1 StrengthsFinderTM の 34 項目の資質と説明（つづき）





















































表 2 平成 19年度ビジネスインテリジェンスにおけるStrengthsFinderTM 実施結果（157 名）
順位 第 1資質 第 2資質 第 3資質 第 4資質 第 5資質
1 回復志向 24 調和性 16 ポジティブ 18 最上志向 12 適応性 11
2 調和性 14 回復志向 14 調和性 12 自 我 9 自 我 10
3 最上志向 13 共感性 13 回復志向 9 回復志向 8 成長促進 10
4 適応性 11 個別化 9 適応性 9 成長促進 8 調和性 9
5 共感性 10 適応性 7 自 我 9 適応性 7 社交性 9
6 原点思考 8 最上志向 6 慎重さ 8 目標志向 7 目標志向 7
7 目標志向 8 慎重さ 6 収集心 8 責任感 7 共感性 7
8 競争性 7 責任感 6 成長促進 7 コミュニケ 7 包 含 7
9 コミュニケ 5 原点思考 5 戦略性 7 内 省 7 ポジティブ 6
10 包 含 5 目標志向 5 親密性 7 分析思考 7 慎重さ 6
11 慎重さ 4 ポジティブ 5 最上志向 6 アレンジ 7 着 想 6
12 戦略性 4 社交性 5 目標志向 5 公平性 6 親密性 6
13 着 想 4 成長促進 5 責任感 4 共感性 6 未来志向 6
14 ポジティブ 3 公平性 5 公平性 4 ポジティブ 5 回復志向 5
15 学習欲 3 達成欲 5 達成欲 4 達成欲 5 責任感 5
16 活発性 3 未来志向 5 未来志向 4 慎重さ 4 コミュニケ 5
17 自 我 3 競争性 4 個別化 3 収集心 4 競争性 5
18 社交性 3 着想 4 社交性 3 着 想 4 分析思考 4
19 収集心 3 分析思考 4 着 想 3 調和性 3 最上志向 3
20 成長促進 3 コミュニケ 3 コミュニケ 3 戦略性 3 内 省 3
21 分析思考 3 包含 3 学習欲 3 親密性 3 アレンジ 3
22 公平性 2 学習欲 3 内 省 3 未来志向 3 収集心 3
23 信 念 2 自我 3 規律性 3 個別化 3 戦略性 3
24 親密性 2 戦略性 2 共感性 2 社交性 3 指令性 3
25 責任感 2 収集心 2 原点思考 2 指令性 3 信 念 3
26 達成欲 2 親密性 2 競争性 2 運命思考 3 公平性 2
27 未来志向 2 アレンジ 2 分析思考 2 学習欲 2 個別化 2
28 アレンジ 1 指令性 2 活発性 2 規律性 2 学習欲 2
29 規律性 1 内省 2 自己確信 2 原点思考 2 原点思考 2
30 個別化 1 活発性 1 アレンジ 1 競争性 2 達成欲 1
31 自己確信 1 信念 1 指令性 1 信 念 2 運命思考 1
32 運命思考 0 規律性 1 信 念 1 包 含 2 規律性 1
33 指令性 0 自己確信 1 包 含 0 自己確信 1 活発性 1









































































































































1 現在は，UNL/Gallup MBA/MAとして開講，https ://mba.
gallup.com/content/?ci=20761
2 個人的結果は，・LEARNER／学習欲・INPUT／収集心・
表 4 実行後の感想ランキング（115 名）
順位 合致した資質 驚いた資質 伸ばしたい資質
1 調和性 8 なし 8 回復志向 8
2 ポジティブ 5 回復志向 7 アレンジ 5
3 内 省 5 慎重さ 5 成長促進 4
4 未来志向 4 成長促進 5 戦略性 4
5 最上志向 3 アレンジ 3 コミュニケ 3
6 共感性 3 着 想 2 個別化 3
7 責任感 2 自 我 2 達成欲 2
8 自 我 2 社交性 2 活発性 2
9 コミュニケ 1 親密性 2 最上志向 2







であることを強調し，No man is an islandという英語格言
を紹介して説明した。
4 文末の参考資料 1の StrengthQuestTMでは，対学生コンサ
ルタント不足問題の解決策としての利用も提案されてい
る。アメリカでも学生の大学不適応や退学が問題となっ
ており，コンサルティングが必要だがコンサルタントが
足りない状況にある。資質の特定化により大学生活への
調和そして勉学計画，大学生活の落とし穴や問題指摘に
利用，さらにはキャリアプラン形成に利用可能である。
つまり，資質の特定化をオンラインアンケートで自動
化，カリキュラムを提示することにより”非専門家”に
よるコンサルティングを可能とするという主張である。
5 結果を絶対視させないために，交流分析などの代替的な
自己分析手法を紹介することは怠らなかった。
6 上位 5位の資質の個票情報はスペースの観点から省略し
た。筆者に要請すれば，個人情報を除いたファイルの閲
覧が可能である。閲覧に関しては，講義開始時に学生の
許諾を受けてある。
7 ちなみに回復志向の人間は，問題解決に優れている一
方，素早い問題解決は期待できない。また，問題解決の
功績をこまめに認めてやることが必要である。問題を抱
え込むこともあるため，適当に援助を与える必要があ
る。問題に対処する時間をたとえば半年程度与えること
が良い。こういった情報はコース教育の設計に有用であ
ろう。
8 米国では，すでに StrengthFinder2.0TMという新サービス
が開始されており，データの接続性などで問題が生じる
可能性も存在する。
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